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「

⑥平和都市宣言
（60．12．3）

世界の恒久平和は、人類共通の願いである。
しかしながら、今日なお世界の動きは、核戦争の危機をは

らみ、誠に饗応にたえない。
わが国は唯一の被爆国として、核兵器の恐ろしさと、被爆

者の苦しみを全世界の人々 に訴え、再び広島・長崎の惨禍を
繰り返してはならない。
添字市ほ市昆あ至命と安全を守るため､9な荏量国処〕

かなる核兵器に対しても、その廃絶を求め、ここに平和都市
を宣言する。

迄
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どのような条件があれば

・我孫子に定住しますか(在住者)ﾛ■

。今後我孫子に戻る可能性がでてきますか(転出者)ﾛ■

※複数回答
グラフ1住宅事情

25歳から39歳までの在住者と
転出者に定住意識調査

5.1％二三＝ご]4
33.3％新築住宅の値段が下がる

親と同居するための住宅
改造･改築のための資金援助

賃貸住宅の値段が下がる

中古住宅の値段が下がる

親と同居しやすいような
建ぺい率・容積率の緩和

親と同居(近居)するための
賃貸住宅等への優遇措置

住聯ける､またI涙る可縦“い

l122.8％

'二二17.3%

■13.1％
『11.9％

■U－－p･12,6%

最
近
の
住
民
移
動
の
傾
向
は
、

我
孫
子
駅
前
や
天
王
台
駅
前
な
ど

の
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
伴
い
、
如

歳
後
半
世
代
の
転
入
が
目
立
つ
反

面
、
特
に
玉
歳
か
ら
輻
歳
代
の
転

出
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
ち
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
の

人
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
暮
ら
し
て
い

る
こ
と
が
理
想
で
す
。
今
後
、
こ

う
し
た
ま
ち
を
目
指
す
た
め
に
は
、

転
入
し
た
如
歳
後
半
世
代
が
、
市

に
住
み
続
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
こ
で
こ
の
調
査
で
は
、
過
去

３
年
間
に
市
外
へ
転
出
し
た
方
に

対
し
て
転
出
理
由
、
我
孫
子
に
戻

る
た
め
の
条
件
を
伺
う
と
と
も
に
、

市
内
に
お
住
ま
い
の
方
の
定
住
意

識
を
調
べ
、
〃
子
育
て
世
代
〃
の

定
住
化
の
た
め
の
方
策
を
探
り
ま

市
で
は
昨
年
、
空
歳
か
ら
銅
歳
ま
で
の
方
で
今
市
内
に
在
住
す
る
方
と
過
去
３
年
間
に
市
外
に

転
出
し
た
方
を
対
象
に
、
「
定
住
意
識
調
査
」
を
中
央
学
院
大
学
（
岩
崎
研
究
室
）
に
委
託
し
て

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
こ
の
年
代
の
方
が
、
い
わ
ゆ
る
〃
子
育
て
世
代
“
の
中
心
と
し
て
、
本
市
に
住
み

続
け
て
も
ら
う
た
め
行
っ
た
も
の
で
す
。

38.1％

グラフ2子育て環境

安全な遊び場、
登下校の際の交通の安全

公園の充実

保育園の延長保育、
0歳児保育などの充実

紺ﾑﾂの鮒肺から端される

自宅近くに家庭的な雰囲気で
子どもたちを預かる保育制度導入

学童保育の充実

保育園の数の充実

妊産婦や乳幼児を持つ
母親のための相談窓口の充実

少#甥球やサッカー､子ども会、
ポｰｲｽｶｳﾄな“糊の艤化

ﾗﾝﾃｨｱなと福撒育の職化

乳幼児を持つ母親が
気軽に集まれる｢場｣の設置

5“％
|F－－－－－－－－弓39｡2%

-&143.0%
■■■■■■35.9％

126.4%
122.0%

|－‐二コ25.2％
二23.5％

'二二二二二二二ｺ24.0%三）18.7％

器響％
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兵」19.1％

に二二二二二コ18.7％
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◎
転
出
し
た
理
由
は
？
（
転
出
者
）

＊
仕
事
の
た
め
・
・
・
茄
・
５
％

＊
結
婚
・
離
婚
・
室
・
２
％

＊
住
宅
事
情
・
力
・
０
％

こ
の
３
項
目
で
、
約
８
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

ざ
ら
に
、
住
宅
事
情
と
答
え
た

２
１
６
人
に
具
体
的
理
由
を
伺
っ

た
と
こ
ろ
、

し
た
。

▽
対
象
奉
歳
か
ら
麺
歳
の
方
で

・
転
出
者
・
・
過
去
３
年
間
に
転
出

し
た
２
９
２
１
人
（
回
答
数
１
０

３
０
人
、
回
収
率
お
・
３
％
）

・
在
住
者
：
．
２
１
８
７
人
（
同
１

０
０
１
人
、
循
・
８
％
）

調
査
の
結
果
、
住
環
境
や

子
育
て
支
援
等
に
期
待

＊
住
宅
を
購
入
し
た
た
め
：
由
．

３
％

＊
適
当
な
賃
貸
住
宅
が
見
つ
か
っ

た
た
め
…
喝
・
０
％

と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
２
項
目
で

約
８
割
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
で
き
れ
ば
我
孫
子
に
住
み
続
け

た
か
っ
た
で
す
か
？
（
転
出
者
）

＊
は
い
…
“
・
０
％

＊
い
い
え
…
誕
・
０
％

◎
住
む
ま
ち
を
決
め
る
要
素
は
な

ん
で
す
か
？
（
転
出
者
・
複
数
回

答
）＊

買
い
物
、
交
通
の
便
な
ど
日
常

の
利
便
性
．
・
ぬ
・
４
％

＊
通
勤
・
通
学
の
便
が
よ
い
：
釦
．

８
％

＊
居
心
地
の
良
き
．
・
抑
・
６
％

＊
自
然
環
境
が
豊
か
：
宛
・
２
％グラフ3医療環境

夜間・休日に安心して
受診できる医療施設がある

安心して救急医療が
受けられる病院がある

高齢期、または障害があっても
鉦､して’護ｻー ビｽｶ寝けられる

就学前の子どもの医療費力無料

小児轆院(雛医)淵近にある

往診してくれる開業医がある

畔
轆
蝿
螂

＊
廉
価
で
質
の
良
い
住
宅
が
あ
る

…
娼
・
８
％

◎
今
後
も
我
孫
子
に
住
み
続
け
た

い
で
す
か
？
（
在
住
者
）

屈
み
続
け
た
と
「
で
き
れ
ば

住
み
続
け
た
い
」
を
合
わ
せ
る
と

定
住
志
向
の
方
の
割
合
は
剥
・

３
％
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
「
転
出
し
た
い
」
「
で
き

れ
ば
転
出
し
た
と
を
合
わ
せ
る

と
、
転
出
志
向
の
方
の
割
合
は

璽
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
定
住
志
向
の
方
そ
の
理
由
は

な
ん
で
す
か
（
複
数
回
答
）

＊
愛
着
が
あ
る
か
ら
：
心
・
１
％

＊
持
ち
家
が
あ
る
か
ら
：
尭
・
３

％＊
親
と
一
緒
（
近
く
）
に
住
め
る

か
ら
…
弱
・
０
％

ま
た
、
嘔
歳
以
降
に
市
内
へ
転

入
し
て
き
た
方
へ
の
質
問
「
転
入

前
と
現
在
で
住
宅
や
生
活
環
境
は

ど
の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
か
」

に
対
し
て
、
「
住
宅
の
住
み
心
地
が

よ
く
な
っ
た
」
「
自
然
が
豊
か
」
な

穂
”
％
％

４
８
２
％

一
”
的
珊
繩
咄

「
童
弘

一
軍

－
３

，
’

一
一

二二]18.7％
12.0%

市
で
は
、
調
査
結
果
に
見
ら
れ

る
よ
う
な
、
子
育
て
世
代
を
支
援

ど
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
住
宅
環
境
・
自
然
環
境
の

保
全
も
、
定
住
化
の
た
め
の
大
き

な
要
素
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

◎
転
出
志
向
が
あ
る
と
答
え
た
理

由
は
何
で
す
か
？
（
在
住
者
・
複

数
回
答
｝

＊
通
勤
の
便
…
”
・
７
％

＊
交
通
の
便
が
悪
い
：
お
・
７
％

＊
親
の
近
く
に
住
む
、
ま
た
は
同

居
す
る
た
め
。
：
如
・
１
％

＊
仕
事
の
都
合
．
・
ぬ
５
％

定
住
す
る
た
め
の
条
件
は
？

次
に
、
住
宅
事
情
、
子
育
て
環

境
、
医
療
環
境
に
つ
い
て
、
在
住

者
に
は
「
我
孫
子
に
住
み
続
け
る

条
笠
、
転
出
者
に
は
莪
孫
子
に

戻
る
た
め
の
改
善
条
件
」
を
、
そ

れ
ぞ
れ
お
聞
き
し
ま
し
た
。

〈
グ
ラ
フ
ー
か
ら
３
参
照
）

子育て支援策の説明
①乳幼児医療費の助成3歳未満のお子さんの入院．通
院の医療費等と、3歳から就学前までのお子さんの入院
時（5日以上）の医療費・食事療養費について、所得に
応じて無料化、または費用の一部を助成します。
②学童保育室の全校設置平成8年度から市立にすると
ともに、2校の児童が1つの学童保育室を利用していた
状況を改善するため、’0年度からは布佐南小に保育室開
設。11年度からは第一小・第四小、今年の9月からは湖
北台西小・東小に開設し、すべての小学校に学童保育室
を設置します。

③保育園の保育時間の延長平成8年度から、平日の保
育時間を午前7時から午後7時までに延長。土曜日も午
前7時からにしました。

④産休・育休明け保育予約システム産後休暇明けや育
児休業明け保育を、年度途中から希望する方が、お子さ
んの出生前から入園の予約をできるようにしました。
⑤ファミリーサポートセンター事業女性の仕事と育児
の両立を実現するため、育児の援助を受けたい方（利用
会員）と、援助できる方（提供会員）とを結ぶ、会員組
織のサポートシステム。12年4月から実施予定。
⑥休日診療所の開設日曜・祝日や年末年始に急病患者
の初期診療を行うため、内科・小児科・歯科‘薬科が一
体となった休日診療所を保健センターの敷地内に開設。
診療開始は、12年2月の予定です。

続
け
ら
れ
る
施
策
を

ｌ
安
心
し
て
市
内
に
住
み
一

す
る
施
策
と
し
て
、
①
乳
幼
児
医

療
饗
の
助
成
、
②
学
童
保
育
室
の

全
小
学
校
へ
の
設
置
、
③
保
育
園

の
保
育
時
間
の
延
長
、
④
産
休
・

育
休
明
け
保
育
予
約
シ
ス
テ
ム
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
⑤
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
事
業
の
実
施
、
⑥
休

日
診
療
所
の
開
設
な
ど
を
行
い
ま

す
。
（
左
記
参
照
）

ま
た
、
交
通
、
通
勤
・
通
学
の

便
を
向
上
さ
せ
る
施
策
、
地
域
の

商
店
街
を
活
性
化
す
る
施
策
、
住

~、〆

我
孫
子
市
は
現
在
、
”
代
に

つ
い
で
加
代
の
人
口
が
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う

し
た
若
い
世
代
は
、
犯
代
・
扣

代
に
な
る
と
転
出
傾
向
が
目
立

ち
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
少
子
高

齢
社
会
を
活
力
の
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
に
も
、
若
い
世
代
に

我
孫
子
に
定
住
し
て
も
ら
う
こ

と
が
大
切
で
す
。

市
で
は
今
、
市
政
の
重
要
な

柱
と
し
て
、
子
育
て
支
援
策
の

魅
力
あ
る
我
孫
子
に

市
長
絹
鵬
榔
浩
払
杉

宅
に
関
す
る
施
策
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

ざ
ら
に
、
今
回
の
調
査
結
果
を

分
析
し
、
２
０
０
１
年
か
ら
の
新

総
合
計
画
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
〃
子
育
て
世
代
の

定
住
意
識
調
査
〃
結
果
報
告
書
は
、

希
望
さ
れ
る
方
に
お
送
り
し
ま
す

の
で
、
電
話
で
企
画
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

▼
連
絡
先
・
問
い
合
わ
せ
企
画

課
實
芭
１
１
１
１
内
線
２
７
３
，

２
１
１

充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
成
田
線
増
発
を
含
め

た
交
通
利
便
性
の
向
上
や
商
業

活
性
化
ビ
ジ
ョ
ン
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
さ
ら
に
手
賀
沼
の

浄
化
や
緑
地
の
保
全
、
公
園
整

備
を
進
め
、
自
然
環
境
面
で
の

我
孫
子
の
魅
力
を
高
め
て
い
く

こ
と
も
大
切
で
す
。

よ
り
多
く
の
人
に
、
住
み
続

け
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
我

孫
子
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
。’

、
ノ

リサ イ ク 社 会 の 実 現 を めル ざして
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市
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
り
死

亡
さ
れ
た
方
の
家
族
ま
た
は
傷
害

を
受
け
た
方
を
救
済
す
る
た
め
、

千
葉
県
市
町
村
交
通
災
害
共
済
制

度
に
参
加
加
入
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
市
民
の
皆
ざ
ん

に
任
意
で
加
入
し
て
い
た
だ
き
、

会
登
を
出
し
合
い
、
交
通
事
故
の

被
害
者
を
救
済
す
る
相
互
扶
助
の

制
度
で
す
。
万
一
の
時
に
備
え
て
、

ぜ
ひ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

現
在
加
入
し
て
い
る
方
も
、
８

月
瓢
日
で
共
済
期
間
が
終
了
し
ま

す
の
で
、
継
続
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
加
入
で
き
る
方
９
月
１
日
現

在
、
市
内
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
し
て
い
る
方
、
お
よ
び

そ
の
扶
養
を
受
け
て
い
る
方

▼
年
会
費
１
人
７
０
０
円
（
９

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

現
在
加
入
し
て
い
る
方
は
継
続
の
手
続
き
を

市
民
の
皆
ざ
ん
が
市
長
と
直

接
お
話
し
し
、
意
見
交
換
を
行

こ反映あなたの声を市政I I

」｢市長と話そう

募 集者を参力口

月
１
日
以
降
は
、
加
入
月
に
よ
り

会
費
が
異
な
り
ま
す
が
、
随
時
加

入
申
し
込
み
は
で
き
ま
す
）

▼
共
済
期
限
９
月
１
日
か
ら
翌

年
８
月
五
日
ま
で

▽
対
象
と
な
る
事
故
自
動
車
・

オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
を
運
転
中

の
事
故
、
ま
た
は
歩
行
中
の
事
故

▽
共
済
見
舞
金

＊
死
亡
．
・
・
１
５
０
万
円

＊
傷
害
．
：
２
万
円
か
ら
釦
万
円

＊
身
体
障
害
（
１
級
ま
た
は
２
級

障
害
）
．
：
傷
害
見
舞
金
の
ほ
か
に

釦
万
円

＊
交
通
遺
児
§
遺
児
１
人
に
つ
き

、
万
円

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
年

会
登
を
持
参
し
、
８
月
、
旦
火
）

か
ら
五
日
（
火
）
ま
で
に
交
通
整
備

課
實
芭
１
１
１
１
内
線
３
３
０

う
「
市
長
と
話
そ
う
（
市
長
と

市
民
の
対
話
の
且
」
を
、
毎

月
１
回
、
市
長
室
を
開
放
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

市
政
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、

ど
の
よ
う
な
内
容
で
も
結
織
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
聞
か
せ

く
だ
き
い
・

ま
た
、
市
の
将
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
と
懇
談
す
る
「
市
長

と
子
ど
も
の
対
話
の
日
」
の
受

け
付
け
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
日
時
８
月
四
日
（
木
）
午
後

１
時
か
ら

▽
場
所
市
長
室

▼
対
象
市
民
の
方
（
個
人
ま

た
は
少
人
数
の
グ
ル
ー
プ
）

※
随
時
、
先
着
順
で
受
け
付
け

▼
懇
談
時
間
各
和
分
以
内

▽
申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ

懇
談
の
テ
ー
マ
な
ど
を
、
電
話

で
広
報
広
聴
課
広
聴
係
實
芭

１
１
１
１
内
線
２
６
９
へ
一

へ
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

※
各
支
所
で
も
、
次
の
日
程
で
出

張
受
け
付
け
を
行
い
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
賀
沼
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

Ⅱ
最
優
秀
賞
は
堀
井
貞
彦
さ
ん
に
Ｉ

こ
う
の

手
賀
沼
浄
化
に
取
り
組
む
ク
リ
＊
優
秀
賞
岩
澤
龍
彦
、
河
野
吉

－
ン
手
賀
沼
推
進
協
議
会
が
主
催
久
、
東
郷
美
砂
子

す
る
雷
回
聿
嘉
量
コ
ン
率
舎
霊
馨
、
奮
蕊
、

ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
、
７
月
２
渡
貫
栄
一
、
本
田
守
男
、
神
尾
昭

日
に
重
れ
ま
し
た
。
夫
、
離
鼈
、
識
聯
一
、
永

く
に
と
し
た
だ
ひ
ら
な
お
み

雲
蕊
３
７
７
点
の
家
ら
『
露
硴
捻
豊
掌
尚
美

堀
井
貞
彦
さ
ん
の
作
品
「
晴
れ
上
吉
羽
典
子

が
る
塑
写
墓
が
最
優
秀
賞
に
＊
特
別
賞
小
松
進
一

選
ば
れ
ま
し
た
。
入
選
作
品
は
８
月
７
日
（
土
）
か

そ
の
ほ
か
に
入
選
さ
れ
た
方
々
ら
空
日
（
日
）
ま
で
、
市
民
会
館
２

は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）
階
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
ま
す
。

▼交通災害共済出張受付

手
賀
沼
の
美
し
い
自
然
を
と
ら

え
た
、
素
晴
ら
し
い
作
品
を
お
楽

し
み
く
だ
き
い
。

◎
応
募
作
品
の
中
か
ら
手
賀
沼
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
成

今
年
も
、
全
応
募
作
品
の
中
か

ら
季
節
に
あ
っ
た
作
品
を
選
び
、

２
０
０
０
年
用
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作

成
す
る
予
定
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
云

（
西
１
１
１
１
内
線
４
６
２

、

/暹羅蕊臺の受給者の皆さんへ
現況届。所得状況届の提出を’

＝8月11日から9月10日まで＝

母
子
家
庭
や
障
害
児
の
誕
育
者

な
ど
に
対
し
て
支
給
き
れ
る
「
児

童
扶
義
手
当
」
「
特
別
児
亜
扶
養

手
当
」
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

現
況
届
ま
た
は
所
得
状
況
届
を
９

月
、
旦
金
）
ま
で
に
、
市
役
所
各

担
当
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
き
い
。

こ
の
届
け
出
は
、
同
手
当
を
受

給
き
れ
て
い
る
方
に
、
毎
年
提
出

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
も
の
で

す
。
該
当
す
る
世
帯
に
は
、
届
け

書
を
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、
必

要
瞥
類
を
添
え
て
期
限
内
に
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
。

届
け
出
が
ぎ
れ
な
い
場
合
は
、

８
月
分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
、
ま
た
、
２
年
以
上
届

け
出
が
な
い
と
、
時
効
に
よ
り
手

当
を
受
け
る
権
利
が
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
き
い
。

▼
提
出
期
間
８
月
ｎ
日
（
水
）
か

ら
９
月
、
日
（
金
）
午
前
８
時
犯
分

皆
さ
ん
が
普
段
何
気
な
く
使
っ

て
い
る
水
道
水
は
、
市
の
地
下
水

と
、
浄
化
し
た
江
戸
川
の
河
川
水

を
合
わ
せ
、
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

水
源
の
利
根
川
上
流
に
作
ら
れ

て
い
る
ダ
ム
は
、
計
画
さ
れ
て
い

心は限りある資源です
大切に使いましょう！

か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
た
だ
し
、
ゞ

土
・
日
曜
日
を
除
く
）

マ
持
参
す
る
も
の
①
現
況
届

ま
た
は
所
得
状
況
届
②
児
童

扶
養
手
当
証
書
ま
た
は
特
別
児

童
扶
養
手
当
証
書
③
印
鑑

④
そ
の
他
必
要
替
類

《
認
定
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
は
速
や
か
に
届
け
出
を
》

資
格
が
な
く
な
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
届
け
出
を
し
な

い
で
手
当
を
受
給
し
て
い
る
と
、

査
格
が
な
く
な
っ
た
翌
月
か
ら

の
手
当
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
全
額

返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

▽
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

＊
児
童
扶
養
手
当
．
：
子
育
て
支

援
課
賓
芭
１
１
１
１
内
線
３

４
７
＊
特
別
児
童
扶
養
手
当

…
生
活
支
援
課
壷
（
芭
１
１
１

１
内
線
３
８
４

、

る
内
の
一
部
し
か
完
成
し
て
い
な

い
た
め
、
私
た
ち
の
水
が
め
と
し

て
十
分
な
量
が
確
保
さ
れ
て
い
る

と
は
い
え
ま
せ
ん
。

特
に
夏
場
な
ど
水
が
多
く
必
要

な
時
期
で
も
、
江
戸
川
か
ら
は
限

ら
れ
た
量
の
水
し
か
取
る
こ
と
が

で
き
ず
、
異
常
渇
水
に
な
る
と
皆

さ
ん
の
生
活
に
深
刻
な
影
響
を
与

え
て
し
ま
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
節
水
を
心
が
け
、

皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ
れ
ば
節
水

効
果
は
大
き
な
も
の
に
な
り
ま
す
。

水
は
大
切
な
査
源
で
す
。
限
り

あ
る
査
源
を
守
る
た
め
、
節
水
に

、／ ～
じゃ口の開閉はこまめに洗車はバケツ洗いで

鋪
歯みがきはコップの水でお風呂の残り湯は、

洗濯､掃除に再利用

′e 画茄

ソ

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
北
千
葉
広
域
水

道
企
業
団
総
務
課
壷
０
４
７
（
３

４
５
）
３
２
１
１

環
境
学
習
の
一
環
と
し
て
、
手

賀
沼
に
生
息
す
る
野
鳥
を
題
材
に

木
片
を
彫
り
、
彩
色
す
る
「
バ
ー

ド
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室
」
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
①
８
月
殉
官
（
旦
・
酔

旦
火
）
②
零
日
（
水
）
・
幻
日

釜
）
、
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら

４
時

’
（
Ⅱ
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
教
室
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

’ 食器はため水洗いで

ノ、

▽
日
時
８
月
四
日
（
木
）
午
前
９

時
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
前
集
合
、
午
後
４

時
犯
分
解
散
予
定

▼
見
学
場
所
市
原
市
農
協
梨
共

同
選
果
場
、
千
葉
県
廃
棄
物
備
報

耀
韮
鱒
棗
勇
森
｝

▽
対
象
・
定
員
県
内
在
住
で
小

学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生
の
児
童

と
そ
の
保
護
者
、
釦
組
（
和
人
）

〈
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
〉

丁
参
加
費
鉦
料
昼
食
付
き
）

千
葉
県
警
察
で
は
、
身
元
の
わ

か
ら
な
い
死
者
の
身
元
を
捜
す
た

め
、
次
の
日
程
で
相
談
所
を
開
設

し
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
場
所
。
日
時

＊
柏
警
察
署
：
８
月
四
日
（
木
）
午

前
９
時
か
ら
午
後
４
時

＊
千
葉
県
警
察
本
部
鑑
識
課
（
』

■
團
加
者
募
集
】

▼
場
所
ふ
れ
あ
い
工
房

▽
内
容
１
日
目
…
彫
り
作
業
、

２
日
目
…
塗
り
作
業

▼
講
師
内
山
春
雄
百
本
バ
ー

ド
カ
ー
ビ
ン
グ
協
会
会
長
）
、
こ

ち
ど
り
の
会
会
員
の
皆
さ
ん

▼
対
象
小
学
校
１
年
生
か
ら
６

年
生
（
４
年
生
以
下
の
方
は
保
護

者
の
同
伴
が
必
塞

▽
定
員
①
．
②
と
も
”
人
（
先

着
順
）

▽
参
加
費
６
０
０
円

▽
持
参
絵
の
具
セ
ッ
ト
（
水
彩

絵
の
具
、
筆
、
パ
レ
ッ
ト
）
〈
２

日
目
に
使
用
〉

※
ナ
イ
フ
は
工
房
で
用
意
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
ふ
れ
あ
い
工
房
運
営
協
議
会

壷
（
妬
）
５
５
０
０
へ
．

夏
休
み
動
く
親
子
物
価
教
室

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
（
１
枚
に
つ
き
１
組
）

に
「
夏
休
み
動
く
親
子
物
価
教
室

参
加
希
望
」
、
小
学
生
の
氏
名
、

性
別
、
学
年
、
保
護
者
の
住
所
、

郵
便
番
号
、
氏
名
、
年
齢
、
続
柄
、

電
話
番
号
、
返
信
面
に
あ
て
先
を

明
記
し
、
８
月
６
日
釜
・
必
適

ま
で
に
〒
２
６
０
１
８
６
６
７
干

葉
両
中
央
区
市
場
町
１
の
１
県
庁

県
民
生
活
課
企
画
調
整
班
壷
０
４

３
（
２
２
３
）
２
２
９
９
へ

Ｒ
京
葉
線
千
葉
み
な
と
駅
下
車

徒
歩
５
分
、
県
警
察
分
庁
舎
２

階
）
：
．
８
月
１
日
（
日
）
か
ら
麺

日
（
火
）
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時守
問
い
合
わ
せ
県
警
察
本
部

鑑
識
課
壷
０
４
３
（
２
２
７
）

９
１
３
１
、
我
孫
子
警
察
署
霊

（
砲
）
０
１
１
０

個
人
の
開
業
、
新
し
い
会
社
の

設
立
、
現
在
行
っ
て
い
る
事
業
と

は
異
な
る
業
種
へ
進
出
す
る
事
業

部
門
の
設
立
、
に
伴
い
労
働
者
を

雇
い
入
れ
る
場
合
、
賃
金
の
２
分

の
１
が
支
給
さ
れ
る
な
ど
の
助
成

金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
助
成
金
の
受
給
要
件
な
ど
詳
し

く
は
、
雇
用
促
進
事
業
団
千
葉
雇

用
促
進
セ
ン
タ
ー
垂
０
４
３
（
２

４
８
）
７
７
６
６
へ

a

車小企業雇房
創出助成金を
ご利房ぐださい

P

日程

8月17日(火）

8月18日(ね

8月19日(水）

8月20日(金）

場所

つくし野支所

湖北台支所

湖北支所

布佐支所

受 付 時 間

午前9時から11時30分

午後1時から4時



第1002号(3) 虜びこ1999.8.1 __一

私
た
ち
の
住
む
我
孫
子
市
に
は
、

約
ａ
０
０
カ
所
の
遺
跡
が
あ
り
、

教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
発
掘
調
査

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
土
し
た
遺
物
は
、
た
だ
珍
し

い
だ
け
で
は
な
く
、
我
孫
子
の
成

一
り
立
ち
や
私
た
ち
の
祖
先
の
暮
ら

し
ぶ
り
を
教
え
て
く
れ
る
碧
宝
」

で
す
。こ

の
た
び
、
こ
れ
ま
で
の
発
掘

一
口
１
１
‐
Ｉ
１
Ｉ
１
１
ｌ
－
Ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｏ
，
ト
ー
一

一
一
凸

一一二一~~ﾏ

／瓢色囲文鮪／参加者募集

蕊
発
掘
回
Ｉ
あ
‐
び
屋
の
お
宝

我
孫
子
出
土
の
考
古
遺
物
か
ら

日)まで開催します。

、奮ってご参加ください。

(日)、俳句は9月30日(木)〉まで。

ください。

締め切ります。

＝我孫子市文化祭実行委員会＝

第42回文化祭を10月17日(日)から11月7日(1

次の要領で作品・出場者を募集しますので、

締め切りは、8月14日(土）〈短歌は9月19日（

作品には住所、氏名、電話番号を明記して‘

なお、日程、会場の都合で定数になり次第；

し
調
査
で
出
土
し
た
「
お
宝
」
を
集

め
た
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

素
朴
で
力
強
い
造
形
美
を
誇
る

は
に
わ

縄
文
土
器
や
埴
輪
（
写
真
）
、
日
本

初
の
本
格
的
な
硬
貨
と
さ
れ
る

わ
ど
う
か
い
ら
ん

和
同
開
弥
な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

ま
た
、
展
示
物
を
解
説
す
る
時

間
も
設
け
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
ご

家
族
、
ご
友
人
と
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
表
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
８
月
７
日
（
土
）
か
ら
、

日
（
火
）
午
前
、
時
か
ら
午
後
７
時

▽
場
所
市
民
ブ
ラ
ザ

▼
入
場
料
無
料

▼
展
示
解
説
時
間
＊
７
日
・
８

日
：
午
前
ｎ
時
、
午
後
３
時
、
午

後
５
時
＊
９
日
・
扣
日
…
午
前

ｎ
時
、
午
後
３
時
（
各
回
知
分
程

度
）▼

問
い
合
わ
せ
教
育
委
員
会
社

会
教
育
課
冥
芭
１
１
５
１

|部門’作品規格。条件｜申込方法｜申込先
宮本潔美
白山1-10-29
壷(84)5837

電話かハガキで

(大きさを明記）
手工芸 展示しやすい作品

志賀琴
つくし野5－12－7
壷(84)7386

菊花 電話かハガキで鉢物、切り花いずれも可

根本幹雄
岡発戸547
盃(88)0544

’
電話かハガキで

(作品を明記）’
盆 栽

菱
舞
子
市
平
和
奉
睾

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

原
爆
写
真
ボ
ス
タ
ー
匿

今
年
産
の
平
和
事
業
は
、
ヒ

ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真

ポ
ス
タ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
広
島
と
長
崎
の
原

爆
被
災
写
真
罰
点
）
に
説
明

文
が
つ
い
た
も
の
で
、
広
島
平

和
記
念
資
料
館
か
ら
お
借
り
し

た
も
の
で
す
。
（
写
真
〉

ま
た
、
広
島
の
被
爆
当
時
の

姿
を
撮
影
し
た
フ
ィ
ル
ム
を
基

に
し
た
記
録
映
画
壱
ロ
シ
マ
．

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
１
１

小倉正久
根戸1739－9
壷(82)0702

電話かハガキで

(当日持参も可）

恒久の平和を｜
祈ってlL

開花株洋ラン

俊
８８

１
７

信
丑
氾

錘
穴
迦
唖

お
小
謝
金

四つ切り以上全紙まで。なるべくパネ
ル張り。作品裏に住所､氏名､電話番
号､題名を明記。

写真 電話かハガキで

①軸装雅仙紙半切以内
②横額装雅仙紙半切2分の1以内。
作品自由。必ず表装。

－
５
３
０

清
巡
“

５
ｊ

－
２

田
２
８

山
鈩
罫

ハガキに規格、

題名、訳文明記
書道

中野次男

中峠1747-1
a(88)1791

‐
Ｉ
ｌ
Ｌ
ｕ
Ｐ
６
１
１
１
１
‐
Ｌ
１
Ⅱ
１
９
‐
‐
Ｉ
１
１
．
．
｜
ロ
ー
ロ
ー
ロ
ロ
Ｄ

母
た
ち
の
祈
り
」
と
壱
ロ
シ
マ
戦
没
書
と
原
蝿
死
没
壱
の
慰
霊
と

の
証
言
ｌ
被
爆
者
は
語
る
Ｉ
」
の
恒
久
平
和
壼
折
り
黙
ど
う
壱

上
映
（
ビ
デ
オ
〉
、
平
和
の
記
念
碑
８
月
喧
日
は
厩
没
者
を
追

の
写
翼
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
い
ま
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」
で

す
．
す
。
ま
た
、
８
月
６
日
は
広
島

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
に
、
９
日
は
長
崎
に
、
原
爆
が

▼
日
時
８
月
過
日
釜
）
か
ら
巧
投
下
さ
れ
た
日
で
す
。
そ
れ
ぞ

日
（
且
午
前
９
時
却
分
か
ら
午
後
４
れ
の
日
に
は
秘
戦
没
者
・
原
爆

時
（
た
だ
し
、
週
日
は
午
後
１
時
死
没
者
の
追
悼
と
恒
久
平
和
を

か
ら
）
祈
り
、
黙
と
う
を
ざ
さ
げ
ま
し

※
ビ
デ
オ
は
時
間
内
に
随
時
上
映
ょ
、
Ｚ

丁
場
所
市
民
会
館
（
入
場
鉦
避
▽
問
い
合
わ
せ
生
活
支
援
課
一

▽
問
い
合
わ
せ
企
画
課
壷
（
蓮
冥
芭
１
１
１
１

１
１
１
１

原
爆
の
臼
記
念
行
事
一

侭

‐
Ｌ

電話で謡民

渡辺正一
緑1－6－22
念(82)5855

一曲5分以内（2人以上の団体） 電話かハガキで民舞

あき

I唾
29－

)01

こ
子
１

２
６

石原

白山1－
壷(82

日舞 個人は5分以内、団体は10分以内 電話かハガキで

電話、ハガキ、
ファクスで

(プログラム明記）

高橋美代子
栄9－22

冠･ﾌｧｸｽ(82)1743

洋舞 団体または個人で10分以内

津川翼鮮
緑1－6－43
壷(82)3426

詩吟 ハガキで個人で2分以内

稔ら市川
つくし野3-18-103
念(82)4336

謡 曲 電話で

井手口八重子ハガキで

(曲名を明記）
ひとり一曲。カラオケテープを持参
(応募者多数の場合は抽選）

歌謡曲

|罎副癌36
ひふみ

坂口一二三
東我孫子2－24－6
念(84)9584

小
ざ
な
子
ど
も
た
ち
の
交
通
事

故
を
防
止
す
る
た
め
「
ち
び
っ
こ

交
通
安
全
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時
８
月
塑
旦
且
午
後
１

時
如
分
開
場
、
２
時
開
演

▽
場
所
市
民
会
館

▽
内
容
＊
劇
団
ピ
ッ
カ
リ
座
公

演
交
通
安
全
劇
「
リ
カ
ち
ゃ
ん

の
婦
警
ざ
ん
」
＊
歌
の
お
姉
さ

ん
シ
ョ
ー
＊
警
察
音
楽
隊
演
奏

▽
入
場
方
法
交
通
整
備
課
（
市

役
所
本
庁
２
階
）
、
各
支
所
、
行
政

連
絡
所
で
配
布
す
る
無
料
入
場
券

を
当
日
持
一
莞

▽
入
場
券
配
布
開
始
日
８
月
２

日
（
月
）
か
ら
（
入
場
券
は
無
く
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
）

マ
定
員
先
着
１
０
０
０
名

▼
問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
盃

（
芭
１
１
１
１
内
線
３
３
０

１
１

一般参加の社中は一曲10分以内曲三 ハガキで

ちびっこ’たかし

染谷卓方俳誌あびこ
発行所下ケ戸285

壷(82)4441

題：「虫(錨)」「渡り鳥（鳥渡るⅡ「当季雑詠」
各一句、計三句と住所、氏名を便せん大の用紙
に記入し､参加費1000円を添えて郵送

俳句

交通安全大会榊原鞍手
白山3-8-14-106
壷(84)9435

未発表一首（題自由）、住所、氏名をハガキ大

の用紙に記入し､参加費1000円を添えて郵送
短歌

|「－
li

■■

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
楽
し

い
お
話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
９
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
、
お
友
達
と
一
緒
に
来
て
く
だ

さ
い
。

▽
場
所
・
日
程

＊
市
民
会
館
第
４
会
議
室
。
：
８
月

５
旦
木
）
・
心
旦
木
）

＊
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
…

８
月
腫
旦
木
）
・
率
旦
木
）

＊
湖
北
台
分
館
（
（
ｉ
バ
タ
イ
ム
）

．
・
・
８
月
Ｂ
旦
金
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
知

分
完
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
加
分
ま
で
）

◎
市
民
図
書
館

◎
湖
北
台
分
館

◎
布
佐
分
館

◎
移
動
図
書
館

庇

お
は
な
し
会

あびこ

●且’Ll

図
書
館

だ
よ
り

壷
（
“
）
１
１
１
０

垂
（
訂
）
３
０
５
５

壷
（
四
）
１
３
１
１

盃
（
師
）
０
９
０
９q睦

I

六
月
か
ら
八
月
に
か
け
、
日
当

た
り
の
よ
い
あ
ち
こ
ち
の
草
む
ら

で
、
朝
顔
に
似
た
ラ
ッ
パ
形
の
花

を
つ
け
た
コ
ヒ
ル
ガ
オ
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
茎
は
つ
る
状
で

細
く
、
地
面
を
は
っ
た
り
、
フ
エ

か
ら

ン
ス
や
草
の
茎
に
絡
み
つ
い
た
り

し
て
華
起
広
げ
て
い
ま
す
。

花
は
長
い
柄
の
先
に
つ
き
、
つ

ぼ
み
の
頃
は
筆
の
穂
状
に
絞
れ
て

◎
湖
北
台
分
館
Ⅱ
油
絵
Ⅱ

▽
作
品
花
（
Ｆ
迎
、
早
春
の

と
が
わ

外
川
（
Ｆ
聖
、
風
見
の
あ
る
家

怪
海
釦
』
、
冬
の
小
樽
（
Ｆ
ど
、

出
雲
崎
漁
港
（
Ｆ
６
）

よ
し
こ

▼
作
者
佐
藤
淑
子
（
湖
北
台
）

◎
布
佐
分
館
Ⅱ
樹
脂
粘
土
と
リ

ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
Ⅱ

’

鰯そよかぜ号 ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
ー

一

8月の日程(荒天中止）L----.-.一一一一一一一-－－－一一一一三一二二.－．－－－ニーーーーーー一．一一一一

聴百｢目 場所

湖北地区公民館

中 峠 亀 田 谷 公 園

柴崎台4号公園

身体障害者福祉センター

新 木北 公園

久寺家あけぼの公園

東急ショッピングセンター裏

三洋電機社宅入口

カクライ家具駐車場

台田池尻公園

天王台東児童公園

浅野谷3号公園

根戸近隣センター

東急ショッピングセンター裏

１
□
０
０
０
５
０
５
０
５
０
０
０
０
０
０

後
５
叫
心
叫
心
叫
心
Ⅶ
０
０
占
心
排
ｎ

件
訓
包
剖
包
剖
包
剖
司
〕
弓
訓
包
剖
包
剖

鯛
函
汕
皿
皿
抑
皿
皿
剛
却
却
抑
迦
皿
皿

コヒルガオ
４
．
幅

水

(ひるがお科） ５
・
掴

木

６
．
ｍ

－

金

ノ

畳
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
開
い
た

花
は
、
五
枚
の
花
び
ら
を
縫
い

合
わ
せ
た
よ
う
な
形
を
し
て
い

ま
す
。ヒ

ル
ガ
オ
と
比
べ
る
と
、
コ

ヒ
ル
ガ
オ
の
方
が
花
は
小
さ
く
、

色
も
薄
い
よ
う
で
す
。
コ
ヒ
ル

ガ
オ
の
花
の
柄
の
上
部
に
は
縮

れ
た
狭
い
翼
が
あ
り
、
ま
た
葉

柄
に
近
い
葉
の
部
分
は
耳
状
で

左
右
に
著
し
く
張
り
出
し
て
い

ま
す
。

お

花
に
は
雄
し
べ
や
雌
し
べ
が

あ
り
ま
す
が
、
普
通
は
結
実
し

ま
せ
ん
。
繁
殖
の
役
割
は
も
っ

ぱ
ら
地
下
に
あ
る
白
色
の
地
下

茎
で
、
こ
れ
を
伸
ば
し
て
増
え

ま
す
。同

じ
コ
ヒ
ル
ガ
オ
で
も
、
葉

の
大
き
さ
、
形
、
花
の
色
に
は

か
な
り
の
変
異
が
あ
り
ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

、

図
瞥
館
の
本
や
Ｃ
Ｄ
・
カ
セ
ッ

ト
テ
ー
プ
は
、
市
民
の
皆
ざ
ん
の

量
亜
な
財
産
で
す
。

大
切
に
取
り
扱
い
ま
し
よ
》
兎

は
ち
ば
な

▽
作
品
窓
辺
の
鉢
花

▽
作
者
土
居
美
紀
子
（
布
佐
）

▽
展
示
期
間
両
館
と
も
８
月
皿

日
永
）
か
ら
９
月
廻
旦
旦
ま
で

１
５

１
．
２

水

池
・
妬

木

幅
・
”

金

本
を
大
切
に



■

(4)鏡 び
＝

＝ 1999.8.1第1002号

自
己
負
担
額
を
助
成
し
ま
す

母
子
・
父
子
家
庭
の
母
お
よ
び
り
親
家
庭
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
場
合

父
、
嘔
歳
ま
で
の
児
童
（
父
母
の
該
当
す
る
家
庭
で
、
社
会
保
険
各
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

い
な
い
児
童
を
含
む
）
が
保
険
医
法
の
規
定
に
よ
る
被
保
険
者
・
組
当
す
る
場
合
は
、
受
給
資
格
は
あ

療
給
付
を
受
け
た
場
合
、
本
人
負
合
員
、
ま
た
は
被
扶
養
者
の
方
。
り
ま
せ
ん
。
①
生
活
保
護
法
に
よ

担
額
を
助
成
し
ま
す
。
（
所
得
に
よ
①
現
に
婚
姻
を
し
て
い
る
状
態
に
り
保
護
を
受
け
て
い
る
場
合
②

り
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
）
な
い
場
合
②
母
ま
た
は
父
が
重
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
毎
子
寮

《
受
給
資
格
》
度
（
国
民
年
金
の
障
害
等
級
１
級
を
除
く
）
に
入
所
、
ま
た
は
里
親

喝
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
３
月
程
塵
の
障
害
に
あ
る
場
合
③
に
委
託
さ
れ
て
い
る
と
き

五
日
ま
で
の
児
童
（
障
害
児
の
場
配
偶
者
の
生
死
が
不
明
の
場
合
《
申
請
手
続
き
》

合
は
ｍ
歳
末
蓮
と
、
そ
の
児
童
④
配
偶
者
か
ら
引
き
続
き
１
年
以
次
の
書
類
等
を
持
参
の
う
え
申

を
養
育
し
て
い
る
母
子
家
庭
の
母
上
遺
棄
き
れ
て
い
る
場
合
⑤
配
請
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
は
父
子
家
庭
の
父
等
の
ひ
と
偶
者
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き
１
①
母
子
家
庭
・
父
子
家
庭
等
医
療

県
で
は
寝
た
き
り
高
齢
者
を
少

な
く
す
る
た
め
、
体
験
談
を
募
集

し
ま
丈

▼
内
容
①
寝
た
き
り
を
克
服
し

た
方
②
家
族
で
協
力
し
て
渡
た

き
り
を
予
防
・
克
服
し
た
方
③

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
渡

た
き
り
防
止
に
活
蹄
し
て
い
る
方

な
ど
の
体
験
談
を
、
４
０
０
字
詰

め
原
稿
用
紙
３
枚
以
内
に

▼
応
募
資
格
県
内
在
住
、
在
勤
、

在
学
の
方

▽
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
作

品
に
表
題
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
し
、
９
月
喧
日

籠謹霧
難健康
集のガイド

8月の日曜｡休日当番医
診療時間午前9時から午後5時

持参健康係険証と診療費

母
子
。
父
子
家
庭
等
の
医
療
費

唾
（
水
・
消
印
有
効
）
ま
で
に
〒
２

６
０
１
８
６
６
７
千
棄
両
口
央
区

市
場
町
１
の
１
千
葉
県
衛
生
部
保

健
予
防
課
云
０
４
３
（
２
２
３
）

２
６
８
６
へ

罪
本
州
陳
”
酬
陥
剛
鶉
顯
一

９
月
の
動
物
愛
護
週
間
に
ち
な

み
「
愛
犬
・
愛
猫
写
真
コ
ン
ク
ー

と
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

▽
内
容
飼
育
し
て
い
る
犬
・
猫

の
写
真
（
サ
ー
ビ
ス
判
）
と
飼
育

に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
（
４
０
０

字
詰
め
原
稿
用
紙
１
枚
以
内
）

▽
応
募
資
格
県
内
在
住
の
方

▼
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
写

真
の
襄
面
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
明
記
し
、
コ
メ
ン
ト
を
同

封
の
う
え
８
月
五
日
（
火
・
必
着
）

ま
で
に
〒
２
６
０
１
０
８
５
６
千

葉
市
中
央
区
亥
鼻
２
の
５
の
３
千

葉
県
動
物
保
謹
管
理
協
会
垂
０
４

３
（
２
２
１
）
２
３
６
４
へ

太
平
洋
を
望
む
保
養
地
で
楽
し

く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
、
月
丞
日
（
木
）
午
後
１

時
か
ら
空
日
（
金
）
午
後
１
時
ま
で

（
一
泊
二
且

▽
場
所
国
民
年
金
保
養
セ
ン
タ

ー
「
そ
と
ほ
こ
（
岬
町
）

▼
内
容
年
金
・
教
義
・
健
康
の

各
講
座
、
健
康
・
年
金
相
談

▽
対
象
加
歳
以
上
の
方

▼
定
員
印
人
（
応
募
者
多
数
の

〆 、|

’ ’ 塞
昭
座
受
華
謂
生
苣
藷
崖
不

国
民
年
金
生
き
が
い

＝ストップ・ザ。エイズ＝

エイズ予防ボスター

コンクール作品募集
(S7)11封冠 1,141q■■■■

賛
助
成
資
格
申
請
書
（
子
育
て
支

援
課
に
用
童
②
印
鑑
③
健

康
保
険
証
書
④
戸
籍
の
謄
本
ま

た
は
抄
本
⑤
娼
歳
未
満
の
児
童

が
市
外
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は
、

児
童
の
属
す
る
世
帯
の
住
民
票
の

謄
本
と
別
居
の
理
由
を
記
入
し
た

申
立
書
⑥
平
成
ｎ
年
１
月
１
日

以
降
に
転
入
き
れ
た
方
は
、
諸
控

除
額
が
記
載
さ
れ
た
平
成
ｎ
年
度

分
所
得
証
明
書
（
１
月
１
日
現
在

居
住
地
の
市
町
村
役
場
で
発
行
）

⑦
申
請
者
名
義
の
銀
行
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の
（
郵
便
局
は
除
く
）

※
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
き
れ
て

い
る
方
は
、
④
か
ら
⑦
の
書
類
を

省
略
で
き
ま
す
が
、
申
請
時
に
は

児
童
扶
養
手
当
証
書
を
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
現
在
、
医
療
識
等
の
助

成
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
度

が
変
わ
り
ま
す
の
で
更
新
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
子
育
て
支
援
課

冥
溺
）
１
１
１
１
内
線
３
４
７

マ
参
加
費
１
人

（
宿
泊
代
・
２
旦

含
む
、
当
日
徴
収
）

塲
谷
は
抽
選

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
ハ

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
「
生
き
が
い
講

座
希
望
」
を
明
記
し
、
９
月
１
日

（
水
）
か
ら
型
日
（
金
・
必
着
）
ま

で
に
〒
２
６
０
１
８
６
９
１
干
葉

市
中
央
区
市
場
町
１
の
１
千
葉
県

社
会
部
国
民
年
金
課
云
０
４
３

（
２
２
３
）
２
３
８
２
へ

▼
内
容
エ
イ
ズ
予
防
の
正
し

い
知
識
の
啓
発
、
患
者
・
感
染

者
へ
の
理
解
を
促
進
す
る
も
の

▼
作
品
規
格
サ
イ
ズ
は
、
四

つ
切
り
画
用
紙
等
（
究
叩
×
剥

聖
で
、
画
材
は
水
彩
画
・
パ

ス
テ
ル
画
等
自
由

▼
応
募
資
格
県
内
に
在
住
・

在
勤
・
在
学
の
方
（
中
学
生
以

上
）

１
人
９
０
０
０
円

２
日
目
の
昼
食
代
を

▽
応
募
方
法
・
問
い
合
わ
せ
ゞ

作
品
の
塞
面
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
学
校
名
・

学
年
（
勤
務
先
）
を
明
記
し
、

９
月
、
日
（
金
・
必
着
）
ま
で

に
〒
２
６
０
１
８
６
６
７
千
葉

市
中
央
区
市
場
町
１
の
１
干
葉

県
衛
生
部
保
健
予
防
課
エ
イ
ズ

感
染
症
対
策
班
容
０
４
３
（
２

２
３
）
２
６
９
３
へ

、

喫
煙
者
は
、
肩
身
の
狭
い
時
代

に
な
り
ま
し
た
。
で
き
た
ら
や
め

た
い
と
思
う
人
が
増
え
て
い
ま
す

が
、
な
か
な
か
や
め
ら
れ
な
い
。

ど
う
や
っ
て
や
め
た
ら
い
い
の
？

と
悩
む
方
も
多
い
。

ま
ず
最
初
に
、
禁
煙
の
意
志
を

持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

タ
バ
コ
の
害
を
具
体
的
に
知
る

8月の各種健診と健康教室
保健センター湖北台’の,2の'6 健

康
メ
モ
⑲

壷(87)1131

’項目 ｜ 期 日｜時間｜対象｜内 容 （ そ の 他 ）
ビデオ・助産婦の話、お産の経過
家族計画など（電話で予約）

受付
9:15～9:30

父親･母親になる
方･家族の方しあわせ学級 27日

持参･･母子健康手帳、筆記用具、
バスタオル(6日)、歯ブラシ(20日）
(電話で予約）

受付
9:15～9:30

妊娠20～27週の

妊婦
母親学級 6日､20日

_ノ身体測定、栄養･歯科･育児相談なと
持参…母子健康手帳バスタオル等

平成11年3月生まれ
（対象児に通知）

3日､17日
24日

受付
9:15～9:45

4カ月児相談

身体測定､栄養･歯科相談､育児相談
持参･母子健康手帳

乳幼児の育児につ
いて相談のある方

受付
9:15～10:00

こ
と
も
そ
の
助
け
と
な
る
で
し
よ

》
兎

「
肺
ガ
ン
で
す
」
と
宣
告
さ
れ

て
、
な
お
喫
煙
を
続
け
て
い
る
人

が
い
な
い
の
は
、
や
め
よ
う
と
思

え
ば
や
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
ま

す
。

タ
バ
コ
は
一
気
に
や
め
る
の
が

よ
く
、
本
数
を
少
し
づ
つ
減
ら
す

や
り
方
は
、
途
中
で
決
心
が
く
ず

れ
や
す
い
も
の
で
す
。
朝
起
き
て

一
服
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
日
は

ダ
ラ
ダ
ラ
と
喫
煙
し
て
し
ま
う
。

禁
煙
の
辛
ざ
の
ピ
ー
ク
は
、
最
初

の
数
日
間
。
吸
い
た
く
な
ら
な
い

た
め
の
工
夫
が
い
り
ま
す
。

１
、
喫
煙
と
結
び
つ
く
環
境
を
の

ぞ
くタ

バ
コ
、
ラ
イ
タ
ー
、
灰
皿
を

処
分
す
る
。
吸
い
た
く
な
る
場
所

を
避
け
る
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
、
パ
チ

一

タ
バ
コ
を
や
め
る
た
め
に
は
一

一

育児相談 18日

持参･･母子健康手帳、健診票､歯
ブラシ（親と子）

受付
9:15～10:00

平成10年1月生まれ
（対象児に通知）1歳6カ月児健康診査 5日､19日

I
持参･･･母子健康手帳､通知ハガキ
歯ブラシ(親と子)、コップ、タオ
ル

１
１

受付
9:15～10:30

F成8年12月生まれ
(対象児に通知）2歳8カ月児歯科横診 26日

’3歳児健繍査|調､l9ロ “~旧劇01驚雛瀞
受付 持参母子健康手帳､健診票､歯ブ

ラシ(親と子)､尿､アンケート

|酒害相談’6日
|ｱﾙｺーﾙ家撒室|13日

アルコール問題を
抱えた本人、家族

グループミーティング

お気軽にご相談ください
13:30～15:00

※該当者で個人通知が届かない方は保健センターにお問い合わせください

柏保健所柏市柏255（国道6号呼塚交差点付近）
ン
．
、
碁
・
将
棋
な
ど
は
控
え
る
。
－

２
、
喫
煙
に
つ
な
が
る
行
動
を
変
一

え
るス

ト
レ
ス
、
過
労
、
夜
更
か
し
、
一

コ
ー
ヒ
ー
、
酒
類
を
控
え
る
。
－

３
、
吸
い
た
く
な
っ
た
ら
か
わ
り
一

の
行
動
を
す
る

水
、
牛
乳
、
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
一

だ
り
、
果
物
を
食
べ
た
り
す
る
・
一

趣
味
、
手
仕
事
な
ど
を
す
る
。
一

一
度
禁
煙
し
て
も
、
ま
た
喫
煙
一

を
再
開
す
る
人
が
意
外
に
多
い
の
一

も
事
実
で
す
。
タ
バ
コ
の
臭
い
に
一

け
ん
お

嫌
悪
感
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
ら
一

シ
メ
タ
も
の
。
万
一
再
開
し
て
も
、
一

そ
れ
ま
で
何
回
も
禁
煙
に
ト
ラ
イ
一

し
ま
し
ょ
う
。

だ
ん
だ
ん
禁
煙
に
成
功
す
る
は
一

ず
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
師
一

会
容
（
配
）
５
５
２
５

壷(67)1255

’ ’ |義霧騨配’
発達の遅れが心配
な2歳までの子

発達心理相談員･保健婦の相談
指導電話で予約(地域指導班）

乳幼児発達相談 26日 l3:00～15:30

整形外科医の診察､保健婦の相談
指導持参･母子健康手帳

整形外科的に心配
な18歳未満の子療 育相談 26日 13:00～14:00

精神保健相談員の相談
専門医の相談は予約が必要です

アルコール問題を
抱えた本人、家族

2日､17B 14:00～16:00

6日､20日
27日

精神保健相談員の相談
嘱託医の相談は予約が必要です

精神病、精神神経
症で悩んでいる方

心の健康相談 14:00～16:00

－■一今一｡－◆－．－●－■一■一・一ロー■－■一c－p－●一・一勺－●■■■■■■一一一 一毎一争一凸一○一●一争一■一・一ロー由一色一

Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ

▼
有
料
で
＊
替
道
道
具
〈
福
岡

壷
（
訂
）
２
８
２
０
〉

Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

＊
エ
レ
ク
ト
ー
ン
〈
菅
原
愛
撫
）
２

１
４
１
〉
＊
高
校
の
教
科
書

文芸だよりは皆さんがつくるコーナーです。締め切りは

毎月5日（必着)。ハガキで1人1作に限ります。

応募先〒270-1192我孫子1858市役所広報広聰課

④
⑤
⑤
信
翻
ｅ
⑪
②
⑪

短歌 俳句
山本寛太選 竹内日選

た
め
い
き

溜
息
を
吐
け
ば
ひ
ら
り
と
熱
帯
魚
渋
谷
多
佳
子

つ
ゆ

洋
も
の
猿
目
に
あ
る
籍
じ
め
り

青
山
陽
子

し

帰
省
子
を
待
ち
つ
つ
座
敷
あ
け
放
つ
田
中
栄
太
郎

あ
じ
き
い

紫
陽
花
を
ほ
ど
よ
く
活
け
し
句
会
か
な

小
林
福
子

ろ
う
や

肥
や
し
ま
く
老
爺
小
さ
し
青
田
風
秋
田
善
実

か
も
め

鴎
舞
ふ
旧
軍
港
の
終
戦
日

小
林
光
江

南
部
風
鈴
江
戸
風
鈴
と
競
ひ
鳴
る
壁
谷
千
鶴
子

か

細
き
雨
く
ち
な
し
の
香
を
包
み
け
り
須
田
利
夫

か
き
こ
ほ

干
し
傘
に
南
天
の
花
零
れ
を
り
柳
富
美
子

下
校
児
の
声
が
蝿
け
ゆ
く
青
田
風
高
田
忍

＃寂
と
し
て
流
刑
の
館
佐
渡
涼
し
海
老
原
千
代
子

し
わ

広
辞
苑
割
る
手
の
雛
や
梅
雨
の
冷
え
川
上
進
也

あ
さ
ぎ
ゆ

七
月
の
浅
葱
の
色
に
空
澄
め
ば
若
く
逝
き
た
る
父
の

お
も
た面

顕
つ
木
村
梅

も

ポ
プ
ラ
木
の
影
を
映
し
て
沼
の
面
は
静
も
り
を
り
ぬ

署
き
日
の
午
後
川
上
進
也

い
か
へ

朝
早
き
沼
辺
歩
め
ば
往
き
還
る
老
い
し
人
ら
は
み
な

す
こ
や
け
き
三
谷
和
夫

く
ち
な
し
よ
み

今
年
ま
た
楯
子
一
輪
咲
き
そ
め
て
黄
泉
よ
り
還
る
母

きの
忌
知
ら
す
中
野
武

メ
イ
ス
ト
‐
ム
に
蓋
に
崩
る
る
キ
ウ
イ
棚
蔓
と

共
に
作
り
し
も
の
を
小
出
礼
子

ひ
と
ひ

は
っ
夏
に
雨
に
打
た
る
る
た
ら
ち
ね
の
一
日
欠
か
き

ず
桑
を
摘
み
に
き

東
海
林
群
和

握
人
く
の
字
に
祭
り
し
葺
熟
に
蟇
さ
る

お
う
など

と
く
畑
う
つ
津
村
阿
里

か
つ
ば
つ
り
び
と

考
へ
る
人
の
如
く
に
河
童
像
牛
久
の
沼
の
釣
人
を
見

る

篠
田
ま
さ

ほ
っ
く
つ

縄
文
の
発
掘
終
へ
て
様
変
り
分
譲
住
宅
建
ち
並
ぶ
丘

山
口
魁

王
朝
の
女
房
ら
た
ず
ね
し
ほ
と
と
ぎ
す
我
は
き
篭
を

り
鳥
の
癖
”
癖
に
青
木
正
子

（
全
般
）
〈
中
森
壷
（
狸
）
４
５
４

９
〉亨

申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
念

（
蓮
１
１
１
１
内
線
３
２
９

目

1日

8日

15日

22日

29日

病。医院名

我孫子聖仁会病院

貫井医院

我孫子つくし野病院

原田医院

我孫子東邦病院

隈本医院

ｱｺﾀﾄ科整形ﾀﾄ科病院

平和 台病院

増田医院

88－3111

84-5555

84-2211

88-3231

82-8166

82-1381

84-7321

89－1111

88-2840

休日救急歯科診療所（市民会館内）

9鳥餌織りぅ穏離糊｜
夜間に急病のときは
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２
月
妬
日
号
の
広
報
あ
び
こ
で

ご
協
力
を
お
願
い
し
た
「
環
境
問

題
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

の
調
査
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
「
環
境
」
問
題
の

う
ち
、
①
身
の
ま
わ
り
の
環
境

②
地
球
環
境
問
題
③
我
孫
子
の

自
然
④
環
境
保
全
へ
の
取
り
組

み
の
４
つ
の
項
目
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
ざ
ん
が
日
頃
感
じ
て
い

る
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
数
は
４
７

９
２
で
、
全
世
帯
の
約
１
割
の
方

に
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

回
答
者
の
性
別
は
女
性
が
軍
．

７
％
、
男
性
が
狙
・
６
％
、
無
回

答
が
２
．
７
％
で
し
た
。

▼グラフ1空気のきれいさ

I
ユ
100％0％50％

①空気はすんでおり、さわやかである
②目立った空気の汚れはない
③時々空気が汚れている
④いつも空気が汚れている
⑤わからない．無回答

人と自然が共生できるまちづくりのために

空
気
の
き
れ
い
さ
に
つ
い
て
は

「
空
気
が
す
ん
で
い
る
」
「
目
立

っ
た
空
気
の
汚
れ
は
な
い
」
と
い

う
回
答
の
合
計
が
半
数
以
上
を
占

め
ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ
ー
）

空
気
が
汚
れ
て
い
る
と
感
じ
た

人
は
、
そ
の
原
因
と
し
て
「
自
動

車
や
バ
イ
ク
の
排
気
ガ
ス
」
「
道

路
や
空
き
地
の
砂
ぼ
こ
り
」
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

騒
音
・
振
動
に
つ
い
て
は
半
数

の
方
が
、
と
き
ど
き
音
や
振
動
を

感
じ
て
い
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
２
）

そ
の
原
因
と
し
て
は
、
「
自
動

車
や
バ
イ
ク
の
騒
音
・
振
動
」
が

最
も
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

緑
の
豊
か
さ
に
つ
い
て
は
、

「
大
変
豊
か
」
「
比
較
的
多
い
」

を
合
わ
せ
て
、
半
数
を
超
え
て
い

ま
す
。
（
グ
ラ
フ
３
）

緑
を
感
じ
る
も
の
に
つ
い
て
は

「
庭
木
や
生
け
垣
の
緑
」
が
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

％

ｌ
ｊ
０

騒音▼グラフ2振動▼グラフ3緑の豊かさ

’
ユ
伽0％50％

①一日中大変静かである
②目立った音や振動は感じない
③時々音や振動を感じる
④いつも音や振動を感じる
⑤わからない．無回答

％
斗
価

'1

0％50％

①緑が大変豊かである
②比較的緑が多い
③普通である
④緑はほとんどない
⑤わからない．無回答

地
球
環
境
問
題
へ
の
関
心
は
非

常
に
高
く
、
罪
常
に
関
心
が
あ
る
」

と
答
え
た
方
は
全
体
の
お
・
２
％
、

「
関
心
が
あ
る
」
も
含
め
る
と
妬
％

以
上
に
達
し
ま
す
。

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
の
取

り
組
み
で
は
、
「
冷
暖
房
の
適
正
な

温
度
設
定
」
「
不
必
要
な
と
き
は

％惨
グ
ラ
フ
４
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
の
取
り
組
み
状
況

80％60％ 100蛾
一
一
①
理

眠
匡

20％

鯵
球
曝
境
問
麗

▼グラフ5自然がもたらす効果や機能について(複数回割

①手賀沼
ｌ③

“１１
岸
I

冷暖房は適正な温度に設

不必要なときは､テレビや照明等のスイ

お風呂はできるだけ家族が続（

近くの買い物には歩くか自転車を

自動車の駐停車時等､不必要なときはエン

①いつも実行している

定する

ツチを消す

ﾅて入る

利用する
二二

ジﾝを切る

|品｜’Qノ
79.2

１
０
％
６
３

●

Ｉ
３５

％
％

８
６
２
私
３
３

コ
「

68.8％

7％

我孫子らしい風景

心の安らぎや憩い

生 物の生息地

生物観察、ふれあい

水と接することができる、うるおい

剛
一
棚
一
脚
一

①
唖
一
一
①
曇
「
函

②時々実行している③実行していない④無回答

我
孫
子
の
自
然
が
も
た
ら
す
効

果
や
機
能
に
つ
い
て
、
手
賀
沼
、

斜
面
林
、
水
田
や
畑
等
の
農
地
、

の
３
つ
に
つ
い
て
う
か
が
い
ま
し

た
。
（
グ
ラ
フ
５
）

①
手
賀
沼

手
賀
沼
の
効
果
や
機
能
と
し
て
、

「
我
孫
子
ら
し
い
風
景
」
「
心
の

安
ら
ぎ
」
「
生
物
の
生
息
地
」
等

が
多
く
、
「
生
物
観
察
」
等
の
接

触
型
の
回
答
は
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

②
斜
面
林

斜
面
林
を
「
身
近
な
緑
地
」
と

し
て
認
識
し
て
い
る
人
が
多
い
よ

う
で
す
。

テ
レ
ビ
や
照
明
の
ス
イ
ッ
チ
を
消

す
」
等
の
取
り
組
み
状
況
が
高
く

な
っ
て
い
ま
す
。
（
グ
ラ
フ
４
）

霧
孫
子
の
自
然

②斜面林

1

司36.6％

司35.6％

二コ31.5％

司313％

身近な緑地

生物の生息地

心の安らぎや憩い

我孫子らしい風景

雨水の浸透による地下水のかん菱

52.0％

ま
た
、
こ
の
斜
面
林
を
保
全
す

る
た
め
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
新
た

な
経
費
負
担
を
求
め
た
場
合
、
年

間
い
く
ら
ま
で
な
ら
賛
成
か
と
の

質
問
に
対
し
て
は
、
１
０
０
０
円

以
上
負
担
し
て
も
良
い
と
の
意
見

は
全
体
の
約
釦
％
、
５
０
０
円
以

上
負
担
し
て
も
良
い
と
の
意
見
は

約
万
％
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
負

担
に
賛
成
し
な
い
と
い
う
意
見
も

あ
り
ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ
６
）

③
水
田
。
畑
等
の
農
地

③水田・畑等の農地

」

'5

目をなこませるオープンスペース

農業生産の場

身近な緑地

生物の生息地

我孫子らしい風景

61.7％

6.9％

▲グラフ6斜面林保全

のための新たな経費負担

について

」34.3％

126.8%

'26.4％

に 今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
結

果
は
、
今
後
の
環
境
施
策
等
の
検

討
や
環
境
基
本
計
画
を
策
定
す
る

た
め
の
基
礎
査
料
と
し
て
活
用
し

て
い
き
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

市
民
の
皆
さ
ん
が
環
境
保
全
に

取
り
組
む
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な

も
の
が
必
要
か
と
の
質
問
に
は
、

「
行
政
が
ど
の
よ
う
な
環
境
保
全

行
動
を
実
行
し
て
い
る
か
の
情
報

の
提
供
」
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。

（
グ
ラ
フ
７
）

「
農
業
生
産
の
場
」
と
い
う
本

来
の
機
能
以
外
に
「
目
を
な
ご
ま

せ
る
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
」
と
し

て
の
認
識
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

参
後
に
向
け
藩

環
蝿
臘
塞
へ
鋤
蝋
拶
縄
瀞

〃
皆
で
と
り
戻
そ
う
美
し
い

手
賀
沼
勿
を
合
い
言
葉
に
、
李

賀
沼
ふ
れ
あ
い
フ
エ
ス
タ
・
水

辺
の
イ
ベ
ン
ト
」
が
７
月
、
日

に
手
賀
沼
親
水
広
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
手
賀
沼
浄
化

ｒ
ロ
ロ
ロ
且
嘩
蕊
』
罎
鐸
’
一

沼
《
水
を
二
ん
な
に
近

手
賀
沼
ふ
れ
愛
フ
エ
ス
タ
に
１
万
人

く
で
見
た
《
唇
初
め
て

の
た
め
に
い
ま
何
を
行
う
べ
き

か
を
み
ん
な
で
考
え
よ
う
と
、

開
か
れ
た
も
の
で
、
親
子
づ
れ

な
ど
約
１
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
の
「
手

賀
沼
ト
ー
ク
」
や
ク
イ
ズ
大
会
、

手
賀
沼
で
の
船
上
見
学
や
カ
ヌ

ー
体
験
｛
写
真
）
な
ど
、
楽
し

み
な
が
ら
手
賀
沼
を
感
じ
、
学

べ
る
コ
ー
ナ
ー
に
多
く
の
人
が

参
加
。カ

ヌ
ー
体
験
に
参
加
し
た
女

性
は
、
「
沼
の
水
を
こ
ん
な
に
近

く
で
見
た
の
も
、
沼
か
ら
我
孫

子
の
景
色
を
眺
め
た
の
も
初
め

て
。
手
賀
沼
が
き
れ
い
に
な
れ

ば
い
い
で
す
ね
」
と
感
想
を
語

っ
て
い
ま
し
た
。

ゞ

し
た
。な

お
、
こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
詳

し
い
調
査
結
果
は
市
役
所
手
賀
沼

課
お
よ
び
行
政
情
報
資
料
室
で
閲

覧
で
き
ま
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
容

（
蓮
１
１
１
１
内
線
５
６
８

▼グラフ7環境保全への取り組みについて(複数回雪

行政の環境保全行動の憶報の提供

環境保全行動マニュアルや手引書の提供

環境保全に関するイベントや催しの開催

団体やグループに関する情報の提供

行動の実行に対する助成金等の補助

61.6％

’35.8％

］24.2％

]22.7％

’21.5％

一－－

ー

我
孫
子
ゴ
ル
フ
場
と
下
ヶ
戸
の

森
に
は
さ
ま
れ
た
岡
発
戸
の
谷
津

に
は
、
多
く
の
自
然
が
残
り
、
野

鳥
や
草
花
が
生
息
し
て
い
ま
す
。

こ
の
谷
津
の
自
然
観
察
会
を
我

孫
子
市
環
境
レ
ン
ジ
ヤ
ー
の
案
内

で
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
き
い
。

▽
日
時
８
月
聖
日
（
日
）
午
前
９

時
集
合
雨
天
実
施
）

」
観
光
週
間
宮
月
‘
臼
か
ら
７
日
）

観
光
地
の
美
化
運
動
実
施
中

且
「
ゴ
ミ
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
」

ｌ
■
■
■
■
■
■
■
１
１
．
Ｌ
Ｉ
Ｉ

市
で
は
、
７
年
前
か
ら
市
内

を
１
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ご
と

に
区
切
り
、
合
計
翌
ヵ
所
で
地

下
水
の
水
質
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

一
部
の
井
戸
で
は
、
画
の
調

査
項
目
の
う
ち
、
大
腸
菌
群
数

【
我
孫
子
の
自
然
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
】

ｊ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
ｉ

岡
発
戸
ネ
イ
チ
キ
Ｉ
↑
イ
ン
参
加
者
募
集

▼上水道の水質基準を
超える井戸の割合 井戸水を利用の皆さんは

年に1回は
水質検査を

硝
酸
性
窒
素
お
よ
び
亜
硝
酸
性

窒
素
、
ヒ
素
の
３
項
目
で
、
上

水
道
の
水
質
基
準
に
適
合
し
な

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
（
表
参

照
）
し
か
し
、
ヒ
素
は
市
内
全

域
に
分
散
し
て
検
出
さ
れ
る
た

め
、
特
定
の
工
場
な
ど
に
よ
る

も
の
で
は
な
く
、
自
然
の
地
層

中
に
含
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

今
後
も
井
戸
水
を
利
用
す
る

場
合
は
、
１
年
に
１
回
は
必
須

項
目
（
大
腸
菌
群
な
ど
、
項
旦

の
水
質
検
査
を
行
っ
た
う
え
で

の
利
用
が
望
ま
し
い
と
考
え
ま

す
。
水
質
検
査
は
柏
保
健
所
な

ど
で
、
有
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ヒ
素
は
必
須
項
目
に

な
い
た
め
、
検
査
料
金
が
別
途

必
要
で
す
が
、
で
き
る
だ
け
実

施
し
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
ま

す
。▽

問
い
合
わ
せ
地
下
水
の
調

査
結
果
…
手
賓
沼
諜
公
害
対
策

係
賓
芭
１
１
１
１
内
線
５
６

９
井
戸
水
の
水
質
検
査
の
申

し
込
み
…
柏
保
健
所
検
査
班
云

（
印
）
１
２
５
５

▽
集
合
場
所
東
我
孫
子
駅
南
口

広
場

▼
参
加
方
法
当
日
集
合
場
所
へ

直
接

※
動
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。
必
要
に
応
じ
て
、

帽
子
、
タ
オ
ル
、
水
筒
、
双
眼
鏡
、

ル
ー
ペ
等
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
手
賀
沼
課
云

孟
）
１
１
１
１
内
線
４
６
２

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｉ

し

』

①
124

②
癖

ざ一一＝二一

③
邸３

④
7.3

①
”１

②
21.6

③
0

④
14‘9

①
躯

②
4668

③
35.9

④
噸

年度

8

9

10

腸
群

大
菌

29％

35％

20％

硝酸性窒素
および

亜硝醗性窒素

35％

29％

20％

ヒ素

9％

0％

17％
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１
Ⅳ
園
、
’
一
州

』弐
岨

園|殴圃目｜ 地域振興券の申請と使用

は9月14日（火）までに

交付対象の方で、まだ交付を

受けていない方は、急いで申請

をしてください。

商工観光課冠(85)1111

市職
一
舅

、

か わりと

川理都
（栄・1歳1 ｜

ちゃん

力月） |言習癖要講謂薑｜
お送りした「農地墓本台帳の電

算化処理に伴う申告について」の

内容を確認・訂正・追加し、8月

10B(JAL)までにご返送ください。

なお、農地を所有している方で

調査書が届いていない場合は、農

業委員会へご連絡ください。

惨問い合わせ農業委員会事務局

念(85)1111内線363

農地基本台帳の実
8月10日までに

▼職種・予定数

』
や
か
ち
や
ん

88歳の方に艫祝品を贈呈】

し対象明治44年4月1日から45

年（大正元年）3月31日に生まれ

た方(今年度中に満88歳になる方）

で、9月15日現在県内に在住の方

し贈呈方法民生委員がお配りし

ます（申請の必要はありません）

し問い合わせ介護支援課垂(85）

1111内線310

し試験日9月19日（日）

し試験場所我孫子中学校

し受験手続き自筆の試験申込書

(人事課に用意）に写真を貼付し

必要書類を添えて‘8月6日（金）

午後4時までに人事課へ持参また

は郵送（当日消印有効）

※受験資格など、詳しくは人事課

壷(85)1111内線232ヘ

』＝

圏 瞬醗回
施設の予約開始日が
1日早くな り ま す’|喜噌職警鱒鍵’

し日時8月17日(火)午前8時45

分、市民会館駐車場集合

し見学先ミヨシ株式会社（東京

都墨田区）

し定員先着40人

桜参加費無料(昼食は各自持参）

い申し込み。問い合わせ電話で

商工観光課云(85)1111内線329へ

夏休みやさしく学べ
＝石けん工場

10月1日から、予約開始日が次

のように変わります。

◎市民会館盃(84)3311会議室は

3カ月前（ホールは6カ月前）の

使用日と同日

◎市民プラザ壷(83)2111会議室

と和室は3カ月前（ホールは6カ

月前）の使用日と同日、ギャラリ

ーは8カ月前の月の1日（1カ月

分を受け付け）

◎市民体育館壷(87)11552カ月

前（屋外施設は1カ月前）の使用

日と同日

※問い合わせは直接各施設へ

～ロケットを飛’ばそう!～
夏休みペツトボトゾ凪閏崖

｜
I

候曰時。場所8月21日(±)午前

9時30分から午後1時、中央公民

館・手賀沼公園多目的広場

，対象市内の小学生（4年生以

下は保護者が同伴してください）

，定員先着15人(保護者を除く）

，参加費600円

し持参はさみ、カッター、ホチ

キス、油性サインペン

レ申し込み。問い合わせ電話で

中央公民館壷(82)0515へ

’ ’
，宿泊日9月15日(祝）

し対象市内在住の70歳以上の方

し募集人数ツイン5室(10人）

シングル10室(10人)、一泊朝食

付き（応募者多数の場合は抽選）

し申し込み・問い合わせハガキ

に住所、氏名（夫婦の場合は2人

の氏名）、年齢、電話番号を明記

し、8月20B(金・必着）までに

柴崎台1の9の14ホテルマークワ

ンアビコ壷(86)1717へ

’公社圃哉員

惨職種・予定数事務職、2人

，受験資格昭和45年4月2日か

ら昭和57年4月1日生まれの方

し試験日9月19日（日）

，試験場所我孫子中学校

し受験手続き自筆の試験申込書

(公社に用意）に写真を貼付し、

必要書類を添えて、8月6日（金）

午後4時までに(財)我孫子市都市

建設公社庶務課へ持参または郵送

(当日消印有効）

※詳しくは同公社壷(85)1144へ

’あびこ舞
第12回公演「ハ

ム
ロ
ー
Ｊブ

惨日時8月21日(土)午後1時開

場、1時30分開演（入場無料）

腰場所湖北地区公民館

陰内容南の離島に舞い込んだレ

ジャーランド構想をめぐるテンヤ
，ふうしげき

ワンヤの風刺劇

し問い合わせ小池壷(88)9623

Il

l’縮バｽｹｯﾄポー ﾙ大会
’
～季節の味覚を楽しもう～
観光農園オープン ’'日程。場所8月29日（日）・9

月5日(日)、市民体育館

，対象市内在住・在勤・在学者

惨参加費1チーム3000円

，申し込み。問い合わせハガキ

にチーム名、男女の別、代表者の

住所・氏名・電話番号を明記し、

8月6日（金必着）までに中峠

1743の8松村耕治壷(87)1856へ

◎ぶどう（8月下旬～9月中旬）

鈴木農園壷(82)4411

◎なし（8月中旬～9月下旬）阿

曽農園冠(88)1459

◎＜り・ハウスぶどう（9月上旬

~10月上旬）田村農園冠(88)2308

．さつまいも（9月下旬～11月上

旬）日暮農園冠(82)4048

伝問い合わせ電話で各農園へ

◎公共施設利用の継続的な活動は、

優先的に場所が確保されているも

のではありません。

就学義務猶予免除者の
中学校卒業程度認定試験 ’

'99ｻﾏｦｴｽﾀinあらき
し願書受付期間8月2日(月)か

ら9月1日(水)まで（±・日曜日

を除く）

し試験日。場所11月5日(金)、

県立中央図書館(千葉市中央区）

し試験科目国語、数学、理科、

社会、外国語

※受験資格など詳しくは、県教育

庁学校指導部指導課義務教育係云

043(223)4059'､

修曰時。場所8月7日(±)午後

5時30分から8時30分（雨天の

場合は28日に延期)、新木小学校

陵内容盆踊り、模擬店、おみこ
おびき

し、御響太鼓、福引きほか

※車での来場はご遠慮ください

惨問い合わせ新木地区まちづく

り協議会壷(88)2010

’韓国語講座生(初級）

，日時9月3日から12月17日ま

での毎週金曜日、午前10時30分か

ら午後12時30分（全16回）

し場所市民プラザ
キムナンスク

レ講師金南淑

し定員先着10人

し受講料1万7000円(教材費別）

し申し込み・問い合わせハガキ

またはファクスに住所、氏名、電

話番号を明記し、8月25日（水・

消印有効）までに我孫子142の1市

民プラザ内国際交流協会(AIRA)

事務局冠(83)1231（木曜日を除く）

ファクス(83)2005'､

’
第10回家庭婦人オープン
トリプルダブルス卓球大会

，日時。場所8月25日(水)午前

9時受付、市民体育館

し種目1チーム6名による3ダ

ブルス団体戦(ABCランク別）

※アンチ粒高は使用禁止

し対象30歳以上の女性

像参加費1チーム4000円（郵便

振替で口座番号00160-5-562972□

座名我孫子市卓球連盟へ）

し申し込み。問い合わせハガキ

に住所､氏名、電話番号、団体名

大会名、ランクを明記し、8月6

日（金．必着）までに並木9の3

の2駒田由美子壷(84)3685へ

’親子パソコン教室
|ﾝｻー ピｽ|跳勵1罰3
日曜当番医・1週間の行事

，日時。場所8月24日（火）・25

日（水）午前の回午前9時30分

から11時30分午後の回…午後2

時から4時、NEC我孫子事業場

，対象市内在住の小学校1年生

から3年生の親子（初心者の方）

し定員各回先着9組（全36組）

し参加費無料

し申し込み。問い合わせ電話で

8月9日(月)から11日(水)午前8

時30分から午後5時に、同事業場

総務課壷(85)7021へ

’

参月の捧館臼
市民図書館

中央･湖北地区公民館

鳥の博物館

市民プラザ

市民会館

2(月)､9(月)､10(火)､16(月)､23(月)､30（月）

2(月)､9(月)､16(月)､23(月)､30（月）

2(月)､9(月)､16(月)､23(月)､30（月）

12体)､19(木)､26（木）

2(月)､9(月)､16(月)､23(月)､30(月）

｜

’ ’北吾眺域文化祭作品

し開催日程・場所文化祭･･･10月

31日(日)から11月3日(祝)、芸能

祭･･11月21日(日)、つくし野コミ

ュニティホール

，募集作品手芸、絵画、書道、

生け花ほか

’募集期限9月15日(祝）

し問い合わせ武者小路盃(69)43
おまた

94、小俣垂(69)6756

つつじ荘・

西部福祉センター

2(月)､3(火)､9(月)､16(月)､17(火)､23(月)､30(月)、

31(火）

’､戸aｲyキャンプ ｜

I

市民体育館'30（月）
ふれあい工房'2(月)､9(月)､16(月)､23(月)Ⅲ30(月）

生涯大学校作品展示会
し日時8月22日(日)午前10時か

ら午後8時（小雨実施）

，場所ボーイスカウト我孫子第

一団野営場（高野山）

，対象。定員ひとり親家庭の親

子・子ども、先着50人

，参加費500円（食事代）

，申し込み。問い合わせ電話で

8月13日(金)までに社会福祉協議

会電(84)1539へ

修曰時8月30B(月)から9月2

日(木)午前10時から午後4時（最

終日は午後2時まで）

腰内容書、絵画、陶芸、彫刻等

似入場料無料

し場所。問い合わせ県生涯大学

校京葉学園（千葉市中央区)a04

3(266)4705

園|唾固鰯

相談等
内容日時場所問い合わせ

法律棚談(予約制)捌・(WW)脇蕊雪濤広報広聴課
※予約は、8月2日（月）8:30から電話で広報広聴課へ

税務相談(予約制)'20(金)10:00~'5:001市民相談室|課税課
※予約は、8月16日（月）8:30から電話で課税課へ

人権相談26(木)10:00~15:00福祉総合相談室生活支援課

行政相談26(木)10;00~12:00市民相談室広報広聴課

不動産相談･住宅相談13(金)10:00~15:00市民相談室建築指導課

交通事故相談9(月)10:00~15:00交通整備課交通整備課

心の相談(予約制）4(水)13:30~15:30福祉総合相談室福祉総合相談室

健康相談6(金)'0:00~'1:'5つつじ荘つつじ荘
27(金)10:00~11:15西部福祉センター鯛福祉ｾﾝﾀー

健康づくりうんどう繼20(金)10:00~11二00斑台舩､内うんどう細保健センター

健康.生きがいづくり10(火)10:30~16:00ふれあい福祉センター
相談(予約制）24(火)10:30~16:00(M:会紬M臓会向かい）

2･16･30(月)9:00～15:00ふれあい福祉センター社会福祉

心配ごと相談9（月）9:00~15:00保健センター協議会

23（月）9:00~15:00布伽眠センター本館

結婚相談1.15（日）10:00～14:00社会福祉協議会

市民相談室

(西別館3階）
法律相談(予約制） 広報広聴課

’第13回 雁即 口
和

桜展示期間・場所11月20B(±）

から24日(水)、市民プラザ

し応募資格市内在住・在勤・在

学の18歳以上の方

修部門・規格油彩、水彩、パス

テル、日本画、水墨画、版画等

(いずれも10号から30号)彫刻

※作品は未発表のものに限ります

し出品料1000円(1人1点のみ）

し応募方法応募用紙（市役所、

支所、行政連絡所、教育委員会、

市民プラザに用意）に必要事項を

明記し、9月30B(木・必着）ま

でに、我孫子1684教育委員会社会

教育課へ郵送または持参

し問い合わせ鈴木盃(82)0900

’ダルに会おう
’

’

11 赤十字奉仕団員
，日程・場所9月11日(土)午後

から12B(B)午前の1泊2日、県

立手賀の丘少年自然の家

し内容観察､散策､運動誌び

ぃ対象。定員4歳から中学生の

家族､先着60人

’参加費1人2000円

し申し込み。問い合わせ電話で

8月5日(木)午前9時から手賀の

丘少年自然の家念(91)1923へ

赤十字奉仕団は、日本赤十字社

の事業を支え、地域でさまざまな

奉仕活動を行っている団体です。

市内在住の女性で、ボランティ

アに興味のある方の参加をお待ち

しています。

陵申し込み。問い合わせ電話で

野口金(84)6157、山崎壷(84)9645

へ

健康相談

健康･生きがいづくり
相談(予約制）

ふれあい福祉センター

(M:舗祉i職会向かい）

社会福祉

協議会心配ごと相談 保健センター

布倣眠センター本館

この広報紙は再生紙を使用しています

採用職種

一般行政職
事務職

一般行政職
技術職

福 祉 総 合 職 Ⅱ 類

保育士

看護婦（士）

消防十

上級

初級

建築

詞
十

1人

1人

1人

2人

5人

1人

4人

碇劉

ホテルマークワンアビコ
敬老の日無料宿泊プレゼント

ﾃﾚﾎﾝｻー ビｽ

ﾃﾚﾎﾝガイド 盆(g砺師、

フアクスガイド 冠 〕3j6,00


